
平成２４年度 第２回 

地域包括支援分科会 

 資 料 ２  

２ 議事

（２）拡大版包括ケア会議モデル事業について 



拡大版包括ケア会議実施要領 

１ 目的 

  地域包括支援センターが、多職種連携の基で高齢者のひとり一人に適した

相談対応を実施し、地域包括ケアを推進できるよう、拡大版包括ケア会議を

モデル事業として開催する。 

また、この事業は、厚生労働省の「平成２４年度地域ケア多職種協働推進等

事業」として実施する。

２ モデル事業の実施体制 

  モデル事業は、門司区及び小倉北区、八幡東区に所在する、地域包括支援

センター及び統括支援センターで実施する。

  事務局は保健福祉局いのちをつなぐネットワーク推進課とする。

３ 方法 

（１）拡大版包括ケア会議の設置 

   拡大版包括ケア会議は、現在、区役所単位で開催している「包括ケア会

議」の構成員に、厚生労働省の示す「地域ケア会議の主な構成員」を参考

にし、他の職種を加えて設置する。

   各区の構成員は別紙のとおり。

  ＜参考：地域ケア会議の主な構成員＞

医師、歯科医師、薬剤師、ＯＴ、ＰＴ、ＳＴ、ケアマネジャー、介護事

業者、看護師、管理栄養士、歯科衛生士、統括支援センター職員など

（２）拡大版包括ケア会議で検討する事例の選定 

ア 地域包括支援センターの職員（保健師、主任ケアマネジャー、社会福

祉士）は、厚生労働省の示す「自立支援の視点がより必要な事例や、課

題解決が困難な事例」を参考にし、事例を選定する。

＜参考：自立支援の視点がより必要な事例＞

介護予防の視点が必要なケース、リハビリの視点が必要なケース など

  ＜参考：課題解決が困難な事例＞

医療ニーズが高いケース、認知症の行動・心理症状が著しいケース、支

援拒否、地域からの孤立ケース など
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イ 地域包括支援センターの職員は、選定した事例本人又は委任者から、

事業協力の同意を得た上で、事例の要介護認定情報やケアプラン等を、

事務局に提出する。

（３）拡大版包括ケア会議の開催 

ア 拡大版包括ケア会議を開催し、地域包括支援センター職員が選出した

事例に専門的視点を加味する。 

イ 構成員は、拡大版包括ケア会議で提出された情報のみでは専門的見地

の加味について十分判断できない場合など、必要時、対象事例を訪問し、

専門的見地からアセスメント、課題分析を行い、ケア方針を検討する。

この場合、複数の構成員が同じ対象事例を訪問することもある。

（４）まとめ 

会議等の実績や多職種の専門的視点についてまとめる。

４ スケジュール 

 ― 平成 24 年 ― 

９月  ○拡大版包括ケア会議の構成員の決定 

○地域包括支援センター職員による事例の選定 

10～11 月  ○拡大版包括ケア会議の開催～各区において２回～ 

（専門的視点の加味） 

10～12 月  ○構成員による対象事例の訪問（必要時の訪問） 

12 月  ○拡大版包括ケア会議の開催～各区において１回～ 

（訪問による専門的見地を含めてのまとめ） 

― 平成 25 年 ― 

1 月   ○まとめの作成 
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　　　　　　　　　　　　　　　　 敬省略
区
職種 氏名 所属 氏名 所属 氏名 所属

北九州市門司医師会 小倉医師会 八幡医師会
（安藤内科・循環器科医院） （医療法人加生医院） （医療法人メイ　築城内科医院）　
北九州市門司医師会 小倉医師会精神科医会 八幡医師会　
(医療法人はいしクリニック) （第一心療クリニック）　 （たつのおとしごクリニック）　
門司歯科医師会 小倉歯科医師会
(にった歯科医院) （医療法人藤崎歯科医院）
社団法人　門司薬剤師会 小倉薬剤師会　 八幡薬剤師会

株式会社　ほしの薬局
福岡県作業療法協会 福岡県作業療法協会 福岡県作業療法協会
(門司メデイカルセンター　) （新小倉病院） （デイサービス　ファイン）
社団法人日本海員掖済会門司病院 小倉記念病院

門司区介護サービス事業者連絡会 小倉介護サービス事業者連絡会 八幡介護サービス事業者連絡会
（介護支援センターだんらん） （八幡医師会医療・福祉センタ－）
門司区介護サービス事業者連絡会
（門司区医師会ヘルパーステーションあんしん）

日本赤十字社福岡県支部 北九州ブロック介護老人保健施設協会 養護老人ホーム　西峰園
特別養護老人ホーム　豊寿園 （伸寿苑）
医療法人碧水会　 北九州高齢者福祉事業協会 八幡介護サービス事業者連絡会
介護老人保健施設　光寿荘 （社福　薫会） （ふらて会在宅支援センターショートステイふらて）

社会福祉法人　北九州市門司民生事業協会

養護老人ホーム　清風園
北九州市障害者地域生活支援センター

看護師 門司区介護サービス事業者連絡会 小倉医師会訪問看護ステーション 済生会支援部福岡県済生会
（訪問） （在宅ナースセンターはんずあい） 訪問看護ステーション　ひまわり

福岡県弁護士会北九州部会 福岡県弁護士会　北九州部会 福岡県弁護士会　北九州部会
（開成法律事務所） （清和法律事務所） （西日本法律事務所）
福岡県弁護士会北九州部会 福岡県弁護士会　北九州部会 福岡県弁護士会　北九州部会
（ナリッジ共同法律事務所） （田中法律事務所） （法テラス北九州法律事務所）
門司警察署　生活安全課 福岡県警小倉北警察署　生活安全課

門司区民生委員・児童委員協議会 小倉北区民生委員・児童委員協議会 八幡東区民生委員児童委員協議会　

社会福祉法人　 小倉北社会福祉協議会 八幡東区社会福祉協議会
北九州市門司区社会福祉協議会 （高槻地区社会福祉協議会）

藤崎　隆生

廣重　啓子

佐藤　哲也

寺井　研一郎日朝　宏之

窪田　弥生

小倉北区

加生　忠洋 築城　健義

門田　一法

松藤　宗一郎吉野　実

日高　幸一 済生会八幡総合病院　

小森　隆昭藤本　信弘

警察官 末松　正男

民生委員 大原　雅弘 財津　康男岡田　尚子

山崎　欣也

吉村　彰洋

区社協 徳永　義信

高橋　貴子

西坂　七恵

訪問介護

安元　隆治
弁護士

中藤　寛

障害施設職員

拡大版包括ケア会議の構成員

門司区 八幡東区

歯科医師 新田　洋司

精神科医師 小野　隆生葉石　正蔵

医師 安藤　文彦

薬剤師 本間　司郎 星野　正俊中原　照子

介護施設職員

広瀬　智昭

明石　和信

宮崎　宏幸

永野　康恵

増田　久子

岩永　一彦

篠原　直隆

井上　崇

 ※網掛けは、包括ケア会議に新しく加わる構成員

古本　祥枝

宮崎　猛志

加藤　ひとみ

MSW 野口　美津江

柴　和子

OT 吉田　みよ子

ケアマネージャー
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拡大版包括ケア会議での事例検討の資料について 

拡大版包括ケア会議で事例検討する場合の資料は、事例ごとの下記の資料と

する。

＜介護予防サービス・支援計画書の作成がある場合＞ 

１ 利用者基本情報 

  最新の情報を記載しているもの。

２ 要介護認定に関する情報 

  最新の要介護認定に関する以下の内容。

①認定調査票

②主治医意見書

３ 基本チェックリスト 

  最新の情報を記載しているもの。

４ 介護予防サービス・支援計画書、介護予防サービス・支援評価表 

  最新の介護予防サービス・支援計画書、及び、前回がある場合は、その介

護予防サービス・支援計画書と介護予防サービス・支援評価表。

＜介護予防サービス・支援計画書の作成のない場合＞ 

 上記のうちの、１と３は同様とし、2はなし。また、４は「支援計画書」（別
紙のとおり）をそれに代える。
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拡大版包括ケア会議 

支援計画書 

～介護予防サービス・支援計画書の作成のない対象者用～ 

利 用 者 氏名 

計画作成者 氏名            作成年月日 平成  年  月  日 

項目 記載蘭 

相談までの経緯 

支援内容 

現状 

現在の課題 

今後の支援方針

及び支援内容 
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地域ケア会議の概念図

参考資料

1
2


